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決算概要 連結損益の状況

単位：百万円 2010.03 2011.03 増減額 増減率

売上高 ８８，１４７ ９０，１６９ ２，０２２ ２．２%

売上総利益 ４０，３９２ ４１，８５７ １，４６５ ３．６%

販売費及び一般管理費 ３３，３９３ ３３，８３５ ４４２ 1．３%

営業利益 ６，９９９ ８，０２２ １，０２３ １４．６%

経常利益 ７，００６ ８，０３９ １，０３３ １４．７%

当期純利益 ３，４９８ ４，１１１ ６１３ １７．５%

為替レート：ドル ９２円 ８６円 ６円の円高

ユーロ １３０円 １１３円 １７円の円高

○当社の2011年3月期の決算概要になります。

○当期においては、経済は、生産や輸出が増加し、雇用、所得環
境の改善など緩やかな景気回復の兆しが見え始めましたが、平成
23年3月11日に発生した東日本大震災が国内経済に与える影響は
甚大であり、先行きは極めて不透明となりました。

○医療機器業界においては、昨年4月の診療報酬改定が10年振り
にプラス改定となり、医療機関の経営環境改善が期待されており
ます。

○当社グループの当連結会計年度の連結売上高は、901億69百万
円（前年同期比2.3％増）となりました。利益につきましては、連
結営業利益80億22百万円（前年同期比14.6％増）、連結経常利益
80億39百万円（前年同期比14.7％増）となりました。なお、東日
本大震災に関連する災害による損失及び減損損失として７億92百
万円を特別損失に計上したため、連結当期純利益41億11百万円
（前年同期比17.5％増）となりました。
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売上高増減要因

88,147 90,169

＋781

2010年03月実績

2011年03月実績

生体検査装置

治療装置

消耗品等

＋2.3％

＋4.1％

-2.1％

生体情報モニター

単位：百万円 2010.03実績 2011.03実績

生体検査装置 ２４，６１５ ２５，６６１

生体情報モニター ７，０２２ ８，０１０

治療装置 ３７，５６４ ３６，７７１

消耗品等 １８，９４５ １９，７２７

売上高合計 ８８，１４７ ９０，１６９

（単位：百万円）

-792

＋1,045

＋4.2％

＋987

＋14.1％

○セグメント別の概況になります。

○生体検査装置につきましては、連結売上高は256億61百万円
（前年同期比4.2％増）となりました。

○生体情報モニターにつきましては、連結売上高は80億10百万円
（前年同期比14.1％増）となりました。

○治療装置につきましては、連結売上高は367億71百万円（前年
同期比2.1％減）となりました。

○消耗品等につきましては、記録紙、ディスポーザブル電極や上
記各部門の器械装置に使用する消耗品や修理・保守の売上が含ま
れます。連結売上高は197億27百万円（前年同期比4.1％増）とな
りました。
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０８～１０年のレビュー

【売上高３ヵ年推移】
単位：百万円

ペースメーカ カテーテル
人工呼吸器 ＡＥＤ

在宅医療レンタル事業治療装置

海外国内生体情報モニター

超音波画像診断装置
心電計関連、血圧脈波検査装置
血球カウンタ、システム製品

生体検査装置

主な減収要因主な増収要因

【前期からの増減要因】

○2009年3月期からの売上高の推移になります。

○2010年3月期は、2009年3月期と比較して1,404百万円の減収
となりましたが、2011年3月期は、前年と比較して2,022百万円の
増収、2009年3月期と比較しても、618百万円の増収となってい
ます。

○続いて、前期からの主な売上の増減要因になります。

○生体検査装置につきましては、心電計関連、血圧脈波検査装置、
血球カウンタの売上は伸張しましたが、超音波画像診断装置の売
上は減少しました。システム製品は病院の設備投資意欲が除々に
回復してきたこともあり、売上が増加しました。

○生体情報モニターにつきましては、国内は引き続き伸張しまし
たが、海外は減少しました。

○治療装置につきましては、在宅医療向けレンタル事業は、引き
続き伸張しましたが、公定償還価格改定により、ペースメーカー
とカテーテルの売上が減少しました。さらに、カテーテルについ
ては、昨年11月以降、血管内超音波画像診断装置の販売代理店契
約終了の影響を受けました。また、人工呼吸器は昨年３月までの
新型インフルエンザ需要の反動により売上は減少しました。ＡＥ
Ｄは景気停滞の影響により、売上が減少しました。
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販売費および一般管理費

33,393

521

33,836

2010年03月実績 2011年03月実績

販売費

人件費
研究開発費

＋3.0％

0.0％

（単位：百万円）

-1.8％

＋1.3％

-37

その他経費

-3.2％

-40

○販売費および一般管理費は、全体ではほぼ前年並の金額となり
ました。

○人件費は販売力強化のため対前年3.0%の増加となりましたが、
それ以外の費用につきましては、ほぼ前年並みの金額となってい
ます。
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為替変動の業績への影響

約３３百万円の影響ＵＳ＄が１円変動した場合

約１６百万円の影響ＥＵＲが１円変動した場合

社内レート

通　貨
2011.03

（10年度）
2012.03

（11年度）

ＵＳ＄ 95 85

ＥＵＲ 130 115

○為替変動の業績への影響については、2011年3月期の外貨別入
出金実績に基づいて試算しますと、US＄が1円の円高となった場合
は約33百万円、EURが1円の円高となった場合は約16百万円、業績
のプラスとなります。

○社内レートにつきましては、2011年３月期はUS＄を95円、EUR
を130円で設定していましたが、2012年3月期はUS＄を85円、
EURを115円で設定しております。



8Copyright 2011 Fukuda Denshi Co., Ltd. All right reserved

888

中期経営計画ローリング（連結）

社会的使命に徹し、
ＭＥ機器の開発を通じて、

医学の進歩に寄与する

経 営 理 念

医用電子機器メーカーとして、

安全・安心・快適を基軸とした

「お客様に信頼される企業」となり、

「呼吸・循環」のフクダ電子を確立する

経営基本方針

○中期経営計画ローリングになります。

○当社は「社会的使命に徹し、ME機器の開発を通じて、医学の進
歩に寄与する」という経営理念の下、医用電子機器メーカーとし
て、安全・安心・快適を基軸とした「お客様に信頼される企業」
となり、「呼吸・循環」のフクダ電子を確立してまいります。
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東日本大震災における当社グループの対応

緊急対策本部（本部長：代表取締役社長 福田孝太郎）を設置
震災直後からお取引先医療機関・患者様の安否確認やライフライン
の整備状況把握など、情報収集に努める。

■在宅医療サービス事業
東京本社から被災地までの各営業拠点で連携、被災地に酸素濃縮器
や酸素ボンベなどを供給。計画停電対応では、主治医の指示に基づき、
患者様に代替器や予備ボンベ、非常用バッテリーを提供。

被災地の医師会や医療機関からの支援要望などにも全力で対応

■ＭＥ機器事業
現地支援活動に寄与する、救護マット、携帯型パルスオキシメータ、
人工呼吸器、生体情報モニター、ＡＥＤの他、消耗品などを供給。

○3月11日に発生した、東日本大震災におきましては、震災発生
直後に、代表取締役社長 福田孝太郎を本部長とした緊急対策本部
を立ち上げ、お取引先医療機関・患者様の安否確認やライフライ
ンの整備状況把握など、情報収集に努めました。

○ME機器事業におきましては、現地支援活動に寄与する、救護
マットや携帯型パルスオキシメータ、人工呼吸器などを被災地に
供給させていただいております。

○在宅医療サービス事業におきましては、グループ内で連携をは
かり、被災地のニーズに応じて酸素濃縮器や酸素ボンベなどを供
給しております。また、計画停電への対応においては、主治医の
指示に基づき、在宅で機器をご使用いただいている患者様に、代
替器や予備ボンベ、非常用バッテリーなどをご提供しています。

○また、上記以外にも、被災地の医師会や医療機関などからのご
要望に応じて、総力をあげて支援物資や医療機器の提供を行って
おります。
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東日本大震災による業績への影響

■フクダ電子多賀城研究所（宮城県多賀城市）
津波の影響で操業停止。製品の一部を白井事業所にて代替生産。

■白井事業所（千葉県白井市）
一部の電子部品供給元が被災。納期遅延などが生じる可能性有。

製造拠点の状況

※節電への取組み
デマンドシステムの活用、空調やOA機器の使用制限などで、震災前
との比較で、約40%の節電を達成。夏場の電力不足を鑑み、引き続
きグループ全体で節電対策に取組んでまいります。

○東日本大震災による当社業績への影響についてですが、製造拠
点の一つであるフクダ電子多賀城研究所（宮城県多賀城市）が、
津波の影響で操業を停止しております。現在復旧作業を進めてお
りますが、一部製品については、千葉県の白井事業所にて代替生
産を開始しております。

○また、一部の電子部品供給先が被災した影響で、千葉県の白井
事業所におきましても、納期遅延などが生じる可能性がございま
す。

○一方で、当社では以前よりデマンドシステムなどの導入により、
節電対策に取り組んでおりましたが、計画停電など電力が逼迫し
ている状況を鑑み、当社では、空調やOA機器の使用制限などで、
震災前との比較で、約40％の節電を達成しています。今後も引き
続きグループ全体で節電対策に取り組んでまいります。
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中期経営計画基本方針

少子高齢化の進展に伴い変化する医療環境に貢献少子高齢化の進展に伴い変化する医療環境に貢献

「お客様第一主義」に
基づく事業戦略の策定

選択と集中で
事業体質を強化

効果的な組織運営を
実現する経営基盤を構築

3

2１

○続きまして、中期経営計画の基本方針です。

○当社では、

①「お客様第一主義」に基づき事業戦略を策定し、

② 選択と集中により事業体質の強化するとともに、

③ 効率的な組織運営を実現する経営基盤を構築し

少子高齢化の進展に伴い変化する医療環境に貢献してまいりま
す。
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定量目標

2011年 3月期
中期目標

2015年 3月期

902億円 1,000億円 以上連結売上

8.9％ 8％ 以上
連結

経常利益率

35.0％ 30％ 以上
配当性向
（連結）

○中期の定量目標といたしましては、2015年3月期に、連結売上
で1,000億円以上、連結経常利益率で8%以上、配当性向で30%以
上を目標として掲げております。
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株主還元方針

2008.3 48.5%
2009.3 40.8%
2010.3 42.9%
2011.3 35.0%

配当性向

1,539 1,539
1,477

1,375

0

400

800

1,200

1,600

2008.3 2009.3 2010.3 2011.3

配当金額推移（単位：百万円）

株主還元策は配当性向を重視し、積極的、継続的な
利益還元を行なうことを基本方針としております

連結配当性向30％以上を設定し、2006年3月期以降
1株当たりの年間配当金80円を継続しております

配当政策

基本目標

○配当政策といたしましては、配当性向を重視し、積極的、継続
的な利益還元を行うことを基本方針としております。

○連結配当性向は毎年30%以上を設定し、2006年3月期以降、1株
当たりの年間配当金80円を継続しております。

○2011年3月期は、配当性向が35%、配当金額は13億7,500万円
となっております。
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中期経営計画の体系

社会的使命に徹し、ME機器の開発を通じて、
医学の進歩に寄与する

少子高齢化の進展に伴い変化する医療環境に貢献

2015年3月期 売上 1,000億円 以上
経常利益率 8.0% 以上 を達成する

病 院

診療所 地域医療を担う「かかりつけ医」をサポート

検査～治療～経過観察まで一貫した医療環境を提供

ドメイン別事業展開の推進

中期目標

事業課題

○続きまして、中期経営計画の体系になります。

○当社といたしましては、「社会的使命に徹し、ME機器の開発を
通じて、医学の進歩に寄与する」という経営理念の下に、中期的
には、2015年3月期に売上1,000億円以上、経常利益率8%以上を
達成することを目標としております。

○事業課題といたしましては、ドメイン別の事業展開を推進し、
病院市場においては、「検査～治療～経過観察まで一貫した医療
環境の提供」を行い、診療所市場においては、「地域医療を担う
『かかりつけ医』のサポート」することにより、少子高齢化の進
展に伴い変化する医療環境に貢献してまいります。
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市場環境の変化：高齢化に向けての施策

急性期
病院

在宅

重点領域 ＝ 「急性期病院」 ＆ 「在宅」

選択と集中で高収益体質を実現

モニタ＆周辺機器の充実

低侵襲の治療領域の強化

呼吸器系在宅医療に特化した専門事業展開

○高齢化に伴う市場環境の変化を踏まえ、当社といたしましては、
「急性期病院」と「在宅」を重点領域として考えております。

○急性期病院分野につきましては、モニタやその周辺機器の充実
をはかるとともに、ステントなどの低侵襲の治療領域の強化を進
めてまいります。

○また、在宅分野につきましては、呼吸器系在宅医療に特化した
専門事業を展開し、このような選択と集中により高収益体質を実
現してまいります。
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モニタ＆周辺機器の充実

オペ室・ICU・CCUなど様々なニーズに対応

ハイエンドモニタのラインナップを強化

セントラルモニタ
DS-7700

送信機
LX-7230

AEPモニタ
aepEX

人工呼吸器
Servo i

デュアルディスプレイで
大16床まで管理

豊富なモジュールで
外部機器に接続GUI に基づき操作性を追求

※

※ グラフィカル ユーザー インターフェイス

ベッドサイドモニタ
DS-8500

タッチパネルやジョグダイヤルの採用で
操作性を向上

15inchNEW

○続きまして、具体的な事業展開の内容になります。

○「モニタ＆周辺機器の充実」につきましては、操作性を追求し
たベッドサイドモニタDS-8500を中心に、セントラルモニタや外
部機器との連携をはかり、オペ室・ICU・CCUなどの様々なニー
ズに対応してまいります。
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低侵襲の治療領域の強化

心疾患の検査から治療までトータルサポート

「虚血性心疾患」と「不整脈疾患」

造影検査から電気生理検査まで心疾患の検査

「虚血性心疾患」
の治療

「不整脈疾患」
の治療

ボストン社との業務提携

自社開発カテーテル サイクロン

○「低侵襲の治療領域の強化」につきましては、虚血性心疾患と
不整脈疾患において、検査から治療までトータルにサポートして
まいります。
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心臓カテーテル検査

幅広い製品群で診断をサポート

新製品EP電極カテーテルの発売

心臓電気刺激装置
BC-1100

冠動脈造影検査

虚血 不整脈

冠動脈の詰まりを診る

フクダ造影カテーテル
トレールシリーズ

不整脈の発生部位を診る

NEW

EP電極カテーテル

心臓電気生理検査

○心疾患の検査に関しては、虚血性心疾患には「冠動脈の詰まり
を診る」冠動脈造影検査機器の充実、不整脈心疾患には「不整脈
の発生部位を診る」新製品のEP電極カテーテルフィーポの投入や
心臓電気刺激装置BC-1100などにより、幅広い製品群で診断を
サポートいたします。
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「虚血性心疾患」の治療

高度狭窄病変や石灰化病変も克服

狭窄部位を拡張 内腔を確保

自社開発カテーテル サイクロン

冠動脈の狭窄を拡張し治療 プラスチックチューブに
ステンレスコイルを補強

特許
出願中

術前

狭窄部位に
バルーンを挿入

術中 術後

○虚血性心疾患の治療においては、冠動脈の狭窄を拡張し治療
する自社開発カテーテルサイクロンにより、高度狭窄病変や
石灰化病変なども克服いたします。
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「不整脈疾患」の治療

ボストン・サイエンティフィック ジャパンとの業務提携

両室ペーシング機能付
植込み型除細器

植込み型除細動器 心臓ペースメーカ

不整脈治療分野のラインナップを強化

心不全 徐脈性不整脈

2011年4月より取扱い開始

致死性不整脈

○不整脈疾患の治療においては、ボストン・サイエンティ
フィックジャパン社との業務提携により、不整脈治療分野の
ラインナップを強化してまいります。
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診療所「かかりつけ医」機能を強化

検査・診断からデータ活用まで

※ ※※

「かかりつけ医」が担う総合診療をサポート

心電図検査 肺機能検査 血圧脈波検査 血液検査

パノラマ心電計
FCP-8453

血圧脈波検査装置
VS-1500A

自動血球計数
CRP測定装置
LC-667CRP

患者
レポート

検査データビュアーソフト FEV-80で一元管理

疾患部位を
絵で説明

パノラマ
レポート

分かり
やすい

検査指標

電子診断式
スパイロメータ

SP-370COPD

感染・炎症
即時測定

○診療所「かかりつけ医」機能の強化、に関しましては、心電図
検査、肺機能検査、血圧脈波検査、血液検査などにおいて、それ
ぞれ特徴のある機器をご提供すると共に、検査データビュアーソ
フトによるデータの一元管理により、「かかりつけ医」が担う総
合診療をサポートしてまいります。
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在宅医療への取組み

呼吸器系在宅医療に特化した専門事業展開

持続的自動気道陽圧ユニット
S9レスポンド

睡眠評価装置
LS-120 酸素濃縮装置 FH-30

COPD（慢性閉塞性肺疾患）

二相式気道陽圧ユニット
ASV

慢性心不全

在宅用人工呼吸器
クリーンエア VSシリーズ

COPD・神経筋疾患

肺機能
検査に

スクリー
ニング
検査に

電子式スパイロメーター
SP-370COPD

「かかりつけ医」が担う在宅医療をサポート

SAS（睡眠時無呼吸）

○在宅医療分野におきましては、睡眠時無呼吸症候群、COPD（慢
性閉塞性肺疾患）、慢性心不全、神経筋疾患など各疾病に対応す
る製品ラインアップをご用意し、呼吸器系在宅医療に特化した専
門事業を展開、「かかりつけ医」が担う在宅医療をサポートして
まいります。
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中期業績目標

2011.03
（10年度）

実績

2012.03
（11年度）

予想

2013.03
（12年度）

計画

2014.03
（13年度）

計画

90,169 88,800 92,000 96,000

3.2% 3.3% 3.4% 3.5%

8,039 7,000 8,000 8,500

8.9% 7.9% 8.7% 8.9%

5,573 7,500 6,400 6,500

5,978 6,000 5,600 5,600

3,216 3,500 3,800 3,500

単位：百万円

売 上 高

経 常 利 益

経常利益率

設 備 投 資
（キャッシュフローベース）

減 価 償 却 費
（キャッシュフローベース）

研 究 開 発 費

海外売上比率

○中期業績目標につきましては、2015年までに売上1,000億円を
達成するために、2012年度以降は毎年3%前後の売上の増加を目
標としております。

○設備投資につきましては、今期は東日本大震災に関連して費用
が膨らんでおりますが、以降も基幹システムなどの設備投資を継
続してまいります。

○研究開発費につきましては、自社カテーテルの開発など、引き
続き投資を継続してまいります。
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［お断り］

この資料に記載されております業績予想数値は、当社および当社グループの事業に関連する業界の動向、国内外

の経済情勢、各種通貨間の為替レートの変動など、業績に影響を及ぼす要因について、現時点で入手可能な情報

に基づいての見通しであり将来に亘る部分については、皆様の投資のご参考に資するために、ご提供をさせて頂く

ものです。

同数値については市況、競争状況、新製品および商品の投入状況など多くの不確実な要因の影響を受け予想と異

なる結果になることが有るため、保証をお約束するものではありません。

以上のことを、ご認識頂き、ご活用をお願い致します

この資料に関するお問合せは、下記にお願いいたします。

経営企画部： 福田 ・ 久野
ＴＥＬ： ０３－５６８４－１５５８ ＦＡＸ： ０３－５６８４－１５７７ email： info@fukuda.co.jp
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